























































た， ESD の構成概念の一部である「多而性• 総合性」を
あらたな知見として，教材作成時の留意として取り入れ
ることにした。以下の表 lは，服部 (2013)の3つの知
見と本研究において ESDの視座から取り入れた知見を
まとめたものである。
・ 「何が重要か？」や「なぜ？」といった疑問を必要
とする視点を定着させるために適した教材が必要で
あること
• 学習する数学的内容に加えて，数学的活動を通して
育成すべき「能力」と「態度」を単元ごとに具体的
に明確に設定すること
• 他者との議論による数学的活動を振り返る場面を授
業において設定すること
• 明確な解（答え）が存在しないなど，多様な考えが
うまれるような間題を有効に扱うこと
表1 数学教育におけるクリティカルシンキングを育成す
る指導の在り方に関する 3つの知見（服部， 2013)
と本研究でESDの視座から新たに取り入れた知見
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